
流　　動　　資　　産 1,244,575,336 流　　動　　負　　債 128,627,973

現 金 預 金 1,145,088,048 8,578,075

売 掛 金 1,168,221 810,480

商 品 19,201,897 48,916,156

貯 蔵 品 2,774,453 23,027,006

未 収 入 金 70,841,919 3,453,900

前 払 費 用 2,410,298 7,514,600

立 替 金 800 26,585,140

未収還付法人税等 3,089,700 787,393

8,955,223

固　　定　　資　　産 2,084,016,972 固　　定　　負　　債 431,716,056

（ 有形固定資産） （ 1,859,545,271 ） 195,387,000

建 物 1,468,461,037 540,320

建 物 附 属 設 備 246,338,726 16,573,000

構 築 物 291,658 202,108,075

機 械 装 置 267,090 17,107,661

工 具 器 具 備 品 142,958,760

リ ー ス 資 産 1,228,000 560,344,029

（ 無 形 固 定 資 産 ） （ 8,925,701 ）

ソ フ ト ウ エ ア 8,068,901 株　　主　　資　　本　　 2,759,640,604

電 話 加 入 権 856,800 490,000,000

（ 投資その他の資産） （ 215,546,000 ） 510,000,000

投 資 有 価 証 券 215,246,000 510,000,000

保 証 金 300,000 1,759,640,604

1,759,640,604

別 途 積 立 金 1,675,000,000

固定資産圧縮積立金 43,524,778

固定資産圧縮特別勘定積立 1,324,928

繰越利益剰余金 39,790,898

評価 ・ 換算差額等 8,607,675

8,607,675

2,768,248,279

3,328,592,308 3,328,592,308

未 払 金

未 払 法 人 税 等

前 受 収 益

科　　　　目

繰 延 税 金 負 債

資 本 剰 余 金

資　産　の　部　合　計 負債・純資産の部合計

その他利益剰余金

純 資 産 の 部 合 計

リ ー ス 債 務

退職給付引当金

利 益 剰 余 金

そ の 他 有 価 証 券
評 価 差 額 金

資 本 準 備 金

資 本 金

賞 与 引 当 金

預 り 金

リ ー ス 債 務

未 払 消 費 税 等

負　債　の　部　合　計

純　　資　　産　　の　　部

未 払 費 用

敷 金

長 期 借 入 金

貸借対照表
令和５年３月３１日現在

買 掛 金

資　　　　産　　　　の　　　　部 負　　　　債　　　　の　　　　部

金　　　　額 金　　　　額科　　　　目

（単位：円）



572,753,448

22,026,280

550,727,168

530,769,193

19,957,975

13,994,497

330,162

13,664,335

61,778

61,778

33,890,694

26,261,500

26,261,500

1,443,755

900,095

543,660

58,708,439

6,847,160

9,999,918 16,847,078

41,861,361

法人税、住民税及び事業税

法 人 税 等 調 整 額

当 期 純 利 益

特 別 利 益

補 助 金

特 別 損 失

固 定 資 産 除 却 損

補 助 金 返 還

税引前当期純利益

受 取 利 息

雑 収 入

営 業 外 費 用

雑 損 失

経 常 利 益

売 上 高

売 上 原 価

売 上 総 利 益

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費

営 業 利 益

営 業 外 収 益

損益計算書

自　令和４年４月１日　　　　至　令和５年３月３１日

（単位：円）

科　　　　　　　　　目 金　　　　　　　　　額



（単位：円）

490,000,000 510,000,000 510,000,000          - 1,625,000,000 24,682,789 7,758,296 60,338,158 1,717,779,243 2,717,779,243 6,985,004 6,985,004 2,724,764,247

　　資本金から
　　準備金への振替

- - -

    別途積立金の
    積立

50,000,000 △ 50,000,000 - - -

    別途積立金の
    取崩

- - -

 　固定資産圧縮
 　積立金の積立

23,861,750 △ 23,861,750 - - -

 　固定資産圧縮
 　積立金の取崩

△ 5,019,761 5,019,761 - - -

　 圧縮特別勘定
   積立金の積立

1,324,928 △ 1,324,928 - - -

　 圧縮特別勘定
   積立金の取崩

△ 7,758,296 7,758,296 - - -

   当期純利益 41,861,361 41,861,361 41,861,361 41,861,361

　　株主資本以外の
　　項目の
　　当期変動額
　　(純額)

1,622,671 1,622,671 1,622,671

当期変動額合計 50,000,000 18,841,989 △ 6,433,368 △ 20,547,260 41,861,361 41,861,361 1,622,671 1,622,671 43,484,032

490,000,000 510,000,000 510,000,000          - 1,675,000,000 43,524,778 1,324,928 39,790,898 1,759,640,604 2,759,640,604 8,607,675 8,607,675 2,768,248,279

繰越利益
剰 余 金

当期首残高

当
期
変
動
額

当期末残高

その他
有価証券

評価差額金

評価・換算
差額等合計

資本準備金
資本剰余金
合         計

利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金
合         計

別途積立金 固定資産
圧縮積立金

固定資産
圧縮特別勘定積立

金

株主資本等変動計算書
自　令和４年４月１日　   至　令和５年３月３１日

株  主  資  本 評価・換算差額等

純資産
合　　計

資 本 金

資本剰余金 利  益  剰  余  金

株主資本
合      計



重要な会計方針に係る事項 
（１）この計算書類は『中小企業の会計に関する指針』によって作成されております。 

 

（２）資産の評価基準および評価方法 

  ① 有価証券 

・満期保有目的債券・・ 償却原価法を採用しております。 

・その他有価証券   

時価のあるもの・・・ 決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全

部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均

法により算定）を採用しております。 

② たな卸資産 

商品の評価基準および評価方法は、最終仕入原価法（貸借対照表価額は収益

性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）によっております。 

 

（３）固定資産の減価償却の方法 

  ① 有形固定資産 ・・・定率法 (リース資産を除く) 

              ただし、平成 10 年 4 月 1 日以降に取得した建物並びに

平成 28 年 4 月 1 日以降に取得した建物附属設備及び構

築物については、定額法を採用しております。 

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。  

・建物     10～38 年  

・建物附属設備  8～18 年  

・機械装置      7～12 年 

② 無形固定資産 ・・・定額法 

              ただし、自社利用のソフトウェア（自社利用）について

は、社内における見込利用可能期間（5 年）に基づく定

額法を採用しております。 

  ③ リース資産  ・・・所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資

産については、リース期間を耐用年数とし、残存価額を

零とする定額法を採用しております。 

 

（４）引当金の計上基準 

① 賞 与 引 当 金   従業員の賞与の支給に充てるため、支給見込額のうち  

当期に対応する見積額を計上しております。 



 ② 退職給付引当金   従業員の退職金の支払いに備えるため、当期末におけ  

る退職給付債務の見込額に基づき、当期末に発生してい

ると認められる額を計上しております。 

 

（５）収益及び費用の計上基準 

   賃貸料又は広告料ならびに商品の販売に係る収益は、主に役務の履行もしくは商 

品の販売であり、顧客との賃貸借契約等に基づいて役務の履行もしくは商品を引き 

渡す履行義務を負っております。当該履行義務は、役務の履行もしくは商品を引き 

渡す一時点において、顧客が当該役務もしくは商品に対する支配を獲得して充足さ 

れると判断し、役務の履行時点もしくは商品の引渡時点で収益を認識しております。 

 当社が代理人として商品の販売に関与している場合には、純額で収益を認識して 

おります。 

 

 


